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1970年代以降のボーデ学校について
　 Ｗ.ボーデの著作等を手掛かりにして 　

菅井　京子（21世紀スポーツ文化研究所）

Über die Bode-Schule seit den 1970er Jahren

　 Anhand von den Schriften W. Bodes usw. 　

SUGAI Kyoko

（Institut für Sportkultur im 21. Jahrhundert）

Zusammenfassung

 Die Gymnastikbewegung, die in den 1920er Jahren anfing, erschien in den 60er Jahren ihre Aufga-

be zu erfüllen und ausgereift zu sein. Aber in den 70er Jahren änderte sich der Anblick der Gymnas-

tik. Wir können so ein Beispiel in der Medau-Schule sehen. Über die Medau-Schule und den Zustand 

der damaligen Gesellschaft, der die Gymnastik umringt, gibt es  einige Forschung, zum Beispiel 
“

Porträt einer Gymnastikschule” und 

“
Über die Richtungsänderung in der Medau-Schule der 1970er 

Jahre” usw.. Wie war es dann in der Bode-Schule, die das sogenannte Stammhaus sein sollte, seit den 

70er Jahren? Für die damalige Bode-Schule, die W. Bode als der zweite Leiter nach dem Gründer R. 

Bode übernahm, gibt es kaum Forschung. 

 Ziel der vorliegenden Arbeit ist es zu klären, was in der Bode-Schule seit den 1970er Jahren ge-

schah. Dabei sollen die Schriften W. Bodes usw. berücksichtigt werden.

 W. Bode richtete sich nach der zeitgemäßen Definition der Gymnastik, die in der Internationalen 

Arbeitstagung für Terminologie der Leibesübungen （des Sports） 1963 bestimmt wurde, und durch 

die Einordnung der Fachsprache, die Stoffgliederung und die Bewegungslehre usw. zu überprüfen, 

reformierte er das System der Gymnastik auf wissenschaftliche und rationale Art und Weise. Dabei 

wählte er den Basisstoffplan in  

“

Deutscher Gymnastik” als Grundlage. Das könnte eine der ersten 

Umwälzungen seit der Gymnastikbewegung der 20er Jahre sein. In dieser Definition der Arbeitsta-

gung erkannte er jedoch die Tendenz der Trennung zwischen Körperbildung und Bewegungsbildung. 

Er unterstützte diese Trennung nicht und strebte Körperbildung und Bewegungsbildung in der 

Gymnastik ohne Unterscheidung an. W. Bode wollte 

“

Körperbildung und Bewegungsbildung” als 

einen großen Erfolg der Gymnastikbewegung, die u.a. R. Bode gefördert hatte, übernehmen. Außer-

dem, um eine der großartigen Charakteristika der Bode-Schule zu bewahren, stellte W. Bode K. Pas-

son, Musiker und Rhythmiklehrer der Bode-Schule, als Schulleiter an, denn W. Bode erkannte die 

Verbindung von Musik und Bewegung als den größten Charakter der Gymnastik R. Bodes.

 So geschah in der Bode-Schule seit den 1970er Jahren eine fundierte Ausbildung, die auf neuesten 

sportwissenschaftlichen Erkenntnissen beruhte und den Geist und die Tradition der Schulgründer 

übernahm.

原　著
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はじめに

 1922年の「芸術的な身体修練のための会議」1）

から大きく展開し始めた体操改革運動2）の成果
としての『ドイツ体操（1935年）』3）， 4）は、その継
承・発展としての『リズム体操（1953年）』5）や
『新しい体操 　　 メダウの教授法（1967年）』6）を
経て、1960年代に体操改革運動以来のリズミカル
な「動きの修練」や「動きづくり」を引き継ぐ豊
かな「動きの教育」に資する体操として集成され
たと考えられる7）， 8）， 9）， 10）。
 しかし、1970年代になると、体操はその様相
を大きく変化させ、分化し、多様化していくこ
とになった11）。一見混乱とも取れるようなこの
ような状況のなかで、体操改革運動以後初めて
の変革が体操に起こったという。これについて
は、A.ゼイボルト（Annemarie Seybold）、H.
ベルネット（Hajo Bernett）、B.フレックマン
（Barbara Freckmann）の言及12）， 13）， 14）がある
が、そこでは具体的な事例は示されていない。70

年代の体操を取り巻く社会の状況については、
『ある体操学校のポートレート』15）や「1970年代
のメダウの学校における方向転換について」16）

等の研究がある。そこでは当時のメダウ学校
（Medau-Schule）で起こった変化についても論
じられている。それでは、体操学校の本家本元
ともいうべきボーデ学校（Bode-Schule）では
どうであったのか。ボーデ学校の創設者である
R.ボーデ（Rudolf Bode, 1881-1970）の体操に
ついては、大谷武一、二宮文右衛門、万沢遼、
吉田茂、稲垣正浩、板垣了平、E.ノイエンドル
フ（Edmund Neuendorff）、C.ディーム（Carl 

Diem）、B.ザウルビーア（Bruno Saurbier）、
B.フレックマン（Barbara Freckmann）の研
究17）， 18）， 19）， 20）， 21）， 22）， 23）， 24）， 25）， 26）等々多くのものがあ
り、日本の体操界にも早い時期から紹介され大き
な影響を与えてきた。しかし、1970年代になって
R.ボーデの後にその学校を引き継いだW.ボーデ
（Wolfgang Bode, 1924-2004）の体操について
の研究はほとんど見当たらない。

 本研究では、W.ボーデがボーデ学校を引き継
いだ1970年代の体操を取り巻く社会の状況と照ら
し合わせて、W.ボーデの著作等を手掛かりにし
て当時のボーデの体操学校に何が起こったのかを
明らかにする。1970年代のボーデ学校の体操、す
なわちW.ボーデの体操は、体操改革運動の成果
を継承・発展させてきたR.ボーデの体操と現代
の体操との結節点であると考えられる。また、分
化や多様化が進んだこの1970年代の体操の状況、
特に生理学や医学等の自然科学に基づくものが優
勢であるような状況は現代の体操にも共通するも
のであり、本研究を現代の体操を考えるための一
助としたい。用いる主な資料は、「体操という概
念」27）、「体操の専門用語」28）、『ルードルフ・ボー
デ 　　 その生涯と業績』29）、「スポーツの領域にお
ける体操体系と教材分類」30）、「体操における教材
の新しい分類」31）、『動きとリズム』32）、『ボーデ学
校100年、体操100年』33）等である。

Ⅰ． ボーデ学校 （Bode-Schule） について

 1 ． R.ボーデとボーデ学校について
 『ルードルフ・ボーデ 　　 その生涯と業績』34）

と『ボーデ学校100年、体操100年』35）等によれ
ば、R.ボーデが率いたボーデ学校の概要は以下
のようにまとめられる。
 R.ボーデとE.ボーデ（Elly Bode,  1886- 

1983）夫妻は、1910-1911年にドレスデン（ザク
セン州の州都）近郊のヘレラウで開催されたダル
クローズ（Émile Jaques-Dalcroze, 1865-1950）
の講習を受け、ダルクローズが認定するリズム体
操教師としての免許状を取得した。そして、その
1911年にボーデ学校をミュンヘンのアグネス通り
の教室とテュルケン通りの音楽堂等からなる「音
楽とリズムのための研究所（Institut für Musik 

und Rhythmus）」として創設した。ミュンヘ
ンには、この時期にB.メンゼンディーク（Bess 

Mensendieck, 1864-1957）の研究所やR.v.ラバ
ン（Rudolf von Laban, 1879-1958）のダンス学
校も前後して設立されている。また、R.ボーデ
が後に大きな影響を受けることになる哲学者L.
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クラーゲス（Ludwig Klages, 1872-1956）と出会
うのも、ミュンヘンであった。それは1912年のこ
とであった。1913年には、ボーデ学校の最初の公
開演技発表会が行われ、その会の冒頭で行われた
講演が『リズム体操の課題と目標』36）として公に
された。これによってR.ボーデは彼の思想を確
立し、ダルクローズの方法論から離れ、独自の道
を進むことになったといわれている。第 1 次世
界大戦が始まり、R.ボーデは1915年にフライジ
ング（バイエルン州の都市）に動員され、冬に
はルーマニアに差し向けられた。戦争中の1915-

1918年には閉鎖されていたボーデ学校も、戦後の
1919年に再開することができた。1922年には『表
出体操』37）が出版された。また、この同じ年に、
イェーナ（テューリンゲン州の都市）で100人を
越える国内外からの参加者を集めて大きな講習
会が催されたのだが、これには後にボーデ学校
を支えることになるH.メダウ（Hinrich Medau, 

1890-1974）やH.フルフト（Hans Frucht, 1888-

1964）も参加しており、その講習会の参加者た
ちによってボーデ同盟（Bode-Bund）が設立さ
れた38）。そして、R.ボーデ自身とH.フルフトの
編集で、ボーデ同盟の報告書が出版された。この
報告は、後（1927年）に定期刊行誌「リズム」の
なかで行われるようになる。この1922年には、体
操改革運動を大きく展開していく契機となった
「芸術的な身体修練のための会議」39）も開催され
たのであるが、ボーデ学校も、この会議に参加
し、当時最もよく知られた「身体づくりの研究所
（Körperbildungsstätte）」として具体的な授業
例を示した。この会議の後、R.ボーデは、多く
の講習会に招聘されるようになり、その講習会に
は全国の学校から多くの指導者たちが参加したと
いう40）。
 1924年に、W.ボーデは、R.とE.ボーデの
第三子として生まれた。1925年には、ミュン
ヘンのボーデ学校と並行して、身体教育のた
めのベルリンボーデ学校（Bode-Schule für 

Körpererziehung Berlin, Ausdrucksgymnastik 

System Dr. Rudolf Bode）が設立された。そ

の年の11月には、「社団法人ドイツ体操同盟
（Deutscher Gymnastik-Bund e.V.）」が、F.
ヒルカー（Franz Hilker, 1881-1969）41）やB.メ
ンゼンディーク、H.カルマイヤー（Hedwig 

Kal lmeyer ,  1884 -1948）、ローエラント派
（Loheland-Schule）、E.ギンドラー（Elsa 

Gindler, 1885-1961）、R.v.ラバン、そしてR.
ボーデによって設立された42）。1927年には、ブ
レーメン（ブレーメン州の州都）に、H.フルフ
トに率いられた寄宿舎付きのボーデ学校の支部
（Zweiganstalt der Bode-Schule mit Internat）
も開設された。
 1933年には、「ドイツ体操同盟」と他に 2 つの
組織43）が､合併し、「体操とダンスの専門職協会
（Berufsverband für Gymnastik und Tanz）」
になった。R.ボーデがそれを率いた。さら
に、その年の終わりに、それは「ドイツ帝国体
育・スポーツ・体操教師連盟（Reichsverband 

Deutscher Turn-, Sport- und Gymnastiklehrer）」
に組み入れられた。この連盟で、R.ボーデは
「体操とダンス」の部門（Fachschaft）を統率
することになった。1935年には、R.ボーデが中
心となり、この連盟の叢書の第 1 号として『ドイ
ツ体操』44）が出版された。その年の夏に、ボーデ
の体操を地方の人々にも広めるよう当時の帝国
農政指導者R.W.ダレ（Richard Walther Darré, 

1895-1953）がR.ボーデを招聘した。R.ボーデ
は、ボーデ学校での指導を断念し、ブラウンシュ
ヴァイク（ニーダーザクセン州の都市）のブル
グ・ノイハウスに移り、労働者のための帝国学
校で専門指導者となった45）。第 2 次世界大戦後、
R.ボーデは、しばらくの間（1945-47年）逃亡
と隠遁生活を送った。その間、E.ボーデを支え
たのは、父R.ボーデと同じオーケストラの指揮
者の教育を受けた第二子のL.ボーデ（Ludwig 

Bode,1915-1958）であったという。 その後、
1951年にミュンヘンのボーデ学校は、E.ボーデ
によって再開された。バイエルン州の教育・文化
省の決定によって、この学校は公式には「ミュン
ヘンのエリー・ボーデ私立体操女教師学校
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（Private Gymnastiklehrerinnenschule Elly 

Bode in München）」とされ、3 人の女生徒の養
成が始められたという。
 1953年に『リズム体操』が出版された。50年
代半ば頃には、R.ボーデもE.ボーデも体育界
や体操界から高く評価されるようになった。例
えば、1955年に、R.ボーデは、国際新体操連盟
（Internationale Liga für Moderne Gymnastik, 

1951年発足）の名誉会員となった。また、同じ
1955年に、R.ボーデは、ドイツの13の体操養
成所の校長たちが提携して結成した「ドイツ体
操学校長同盟（Bund Deutscher Gymnastik-

Schulleiter）」の会長に選ばれた。1956年には、
R.ボーデとE.ボーデは「ドイツ体育教師同盟
（Bund Deutscher Leibeserzieher）」の名誉会員
となった。同じ年に、ボーデ学校は、修理された
ダンテ・スタディオンに引っ越しし、戦後の仮住
まいを脱した。

 2 ． W.ボーデとボーデ学校について
 『ボーデ学校100年、体操100年』46）等によれ
ば、W.ボーデが引き継いだボーデ学校の概要は
以下のようにまとめられる。
 W.ボーデは、1952年にスポーツ・体操教師に
なるための試験（副科目音楽）に合格し、ミュン
ヘンの私立のギムナジウムで働き始めた。1956年
頃からW.ボーデもボーデ学校に関わるようにな
り、体操やダンスの講習を企画し、その指揮を
とった。1963年に、彼は、体育（スポーツ）術語
検討の国際会議（Internationale Arbeitstagung 

für Terminologie der Leibesübungen≪des 

Sports≫）に体操概念検討グループの一員とし
て参加した47）。1964年にR.ボーデは心筋梗塞
を患った。1969年には、定期刊行誌「リズム」
が、「体操とリズム」に改称され、その編集の仕
事もR.ボーデからW.ボーデに引き継がれた。
1970年、R.ボーデは90歳の誕生日を待たず死去
した。ボーデ学校は、その創設者R.ボーデが亡
くなった後、その妻であり共同創設者であるE.
ボーデと彼らの息子であるW.ボーデによって引

き継がれた。1972年に、W.ボーデの編集による
『ルードルフ・ボーデ 　　 その生涯と業績』が公
にされた。
 E.ボーデは、1976年に､90歳の記念講習会を
実施し、すべて自身で演技し、新聞は「世界
で最年長の現役体操女教師」と彼女を褒め称
えたという。彼女は、変わらず学校経営に参
画していたが、1982年には、W.ボーデが経営
者（Geschäftsführer）に、R.とE.ボーデの
教え子であった I.ベーメ（Iris Böhme）48）が
校長に、W.ボーデの義姉の I.ボーデ（Ingrid 

Bode）が事務局を務めることになった。そし
て、同時に、ボーデ学校は、公益学校有限会社
（Gmeinnützige Schulgesellschaft mbH）49）

になり、州に認可された代替学校（Staatlich 

anerkannte Ersatzschule）50）の法人として助成
金を得るようになった。また、校舎としてはニュ
ンフェンブルク城の近くの余暇スポーツ施設を使
うようになった。1989年には、I.ベーメと、音楽
家でありボーデ学校のリトミックの教師である
K.パッソン（Karlheinz Passon）がボーデ学校
の共同出資者（Mit-Gesellschafter）になり、
K.パッソンが校長を引き受けた。1996年に
K.パッソンは、州に認可されたドイツの体操
とスポーツのため職業専門学校の連邦連合会
（Bundesverband der staatlich anerkannten 

Berufsfachschulen für Gymnastik und Sport 

Deutschlands）の理事になり、体操教師の職業
政策にも尽力したという。

Ⅱ． 1970年代の体操を取り巻く社会の
 状況について

 1 ． 体育（スポーツ）術語検討の国際会議の開催
 について
1963年10月14日から19日に、オーストリアのヴォ
ルフガング湖畔のシュトローブルで体育（スポー
ツ）術語検討の国際会議があった。この会議は、
体育・スポーツを学問的に整備するためだけでな
く、急速に進む社会の科学・技術化や国際化に対
応するためにも、体育・スポーツで用いる概念の
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統一が必要であるということから開催されたとい
う51）。そこでなされた体操の定義が、1970年代の
体操に大きな影響を与えたと考えられる。
 この会議で、体操については、まず、それに
特有な関心事について話し合われた。それは、
「動きの空間的・時間的秩序の追求」52）であり、
スポーツの「成果の追求やそれを競うこと」53）と
は明らかに異なるということが確認された。それ
まで体操の定義とされてきた「身体づくりと動き
づくり（Körper- und Bewegungsbildung）」に
ついては、確かにドイツ語圏では通用する正確な
定義である54）が、国際交流の盛んな時代に術語
として一義的に限定しうるように翻訳されえない
もので、誤解されやすいものである55）というこ
とも報告された。そして、最終報告で、体操は、
次のように定義された。体操は、成果・記録を目
指すのではなく、「身体や動き自体を問題にする
身体運動」であり、「生理学的な意図において準
備、補強すること、あるいは芸術的、音楽的、美
的な観点から行われることである。」56）この定義
の「あるいは」の前半部分の「生理学的な意図に
おいて…」は「身体づくり」を、後半部分の「芸
術的、音楽的、美的な観点から…」はリズム体操
等による「動きづくり」を置き換えたものと考え
られる。因みに、この報告書では、体操の定義の
補足解説のところで、「体操」という言葉は「あ
らゆる種類の身体運動（alle Arten von Leibes-

<Körper->Übungen）」という意味で用いること
はできないので、狭い意味で用いることを勧める
とも述べられている。また、この報告書では、個
別の体操についても定義がなされている57）が、
リズム体操は、「主に音響的要素によって動きの
空間的・時間的経過に働きかけるという特徴を
もった体操である」とされた。
 R.ボーデの体操すなわちリズム体操は、それ
まで、そのリズムの運動学によって体操だけでな
くあらゆるスポーツ種目にも貢献し、身体づくり
とリズミカルな動きづくりを通して新しい体育を
追求するものであった58）。その意味では、この63

年の会議での体操の定義、およびリズム体操の定

義は、ボーデ学校の体操の射程を縮小させるもの
であった。
 W.ボーデは、この会議の一員であったが、彼
はこの会議より前に体操概念の整理検討を始めて
おり、1961年に「体操という概念」という論文を
発表している。

 2 ． スポーツの隆盛に伴うスポーツ科学の発達に
 ついて
 「1970年代のメダウの学校における方向転換に
ついて」で述べたように、1972年のオリンピック
ミュンヘン大会を契機にドイツでも競技スポーツ
が盛んになり、体操よりもスポーツに人々の関心
が集まるようになった59）。西ドイツは東ドイツを
意識し、国を挙げてスポーツの強化に取り組み、
才能ある者を発掘し強化しようと、学校ではそれ
までの体育（Leibeserziehung）から学校スポー
ツ（Schulsport）に舵が切られた60）。そこでは、
いろいろなスポーツ種目の総和において包括的な
身体づくりが構想された。体操は選択科目として
授業されるか、スポーツ種目の準備運動としての
ウォーミングアップ体操や補強としてのコンディ
ショニング体操としてしか行われなくなったとい
う61）。そして、この時期に、体操学校の卒業生の
教職への道は、大変狭いものになった。1976年に
文部科学大臣会議で国家試験によって認められた
教師、すなわち体操教師ではなくスポーツ教師に
のみ学校での教職が許されるということが決定さ
れた62）のである。また、大学にも変化が起き、
スポーツ科学が独立した専門分野となり、体育研
究所はスポーツ科学研究所に改名され、それと同
時に、研究依頼を伴う多くの求人もなされた63）。
そして、その研究成果は、スポーツ選手だけでな
く一般市民の広い層に行き渡り、フィットネス・
トレーニングやエアロビクス・エクササイズの大
流行を引き起こした64）。このように、この時期、
スポーツ科学、特に自然科学的・生理学的なト
レーニング体操の隆盛が目立つようになった。岸
野も、スポーツ科学において、特に自然科学領
域、なかでもスポーツ生理学やスポーツ医学が優
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位な位置を占めていることを指摘している65）。
 1970年代のスポーツの隆盛に伴うスポーツ科学
の目覚ましい発達という状況のなかで、W.ボー
デは、体操体系の再編に取り組むことになるので
ある。当然、時代の要請としてこの科学的合理性
は、彼の仕事に大きな影響を与えたと考えられ
る。

 3 ． 高等教育大綱法（Hochschulrahmengesetz, 

 HRG）の成立について
 吉川によると66）、ドイツでは、連邦に高等教育
制度の一般原則を定める大綱立法権が認められて
きており、この権限に基づき連邦は1976年に高等
教育大綱法（Hochschulrahmengesetz, HRG）
を成立させた。これは、2006年に廃止されるまで
各州の高等教育法に対する準則としての役割を果
たしてきた。大綱法には高等教育機関の使命、入
学許可、学修と試験、学位と修了資格の認証等に
関する規定が含まれるが、それは一般的な大綱
規程であり、詳細規程は各州の権限とされる。
私立の高等教育機関に対しては、常に個別の設
置者が必要とされる。社団法人（rechtsfähiger 

Verein）、民法上の財団（Stiftung bürgerlichen 

Rechts）、商法上の団体（handelsrechtliche 

Gesellschaft）すなわち有限会社（GmbH）等で
ある。また、日本貿易振興機構によると67）、私立
の学校には補足学校（Ergänzungsschule）と代
替学校（Ersatzschule）がある。私立補足学校
は、主として公立学校で取り扱っていない教育内
容を補足して提供しており、州に届出る義務があ
る。例えば、職業専門学校、外国語学校、演劇学
校、通訳学校、美容師学校等である。コースの内
容、教育プランの内容等は、まったく独自に設定
できる。卒業資格が公式のものとして認められる
ためにはその補足学校が連邦によって認可される
必要がある。一般的に私立補足学校に対する公的
な補助はなく、そのためこの種の学校では生徒の
授業料、企業あるいは他国からの援助等により完
全に自弁で資金を賄う必要がある。一方、私立代
替学校は、州による認可（Anerkennung）が必

須で、就学義務（Schulpflicht）を満たす必要が
あり、公立学校を代替できる私立の学校である。
卒業資格も公立学校と同じように認められる。代
替学校は、州から財政補助を受けるが、その額は
州により異なるという。
 このようなドイツの学制の変化のなかで、
W.ボーデは、1982年にボーデ学校の経営者
（Gesch ä f t s f ührer）になり、それと同時
に学校を公益学校有限会社（Gmeinnütz ige 

Schulgesellschaft mbH）とし、州に認可された
代替学校（Staatlich anerkannte Ersatzschule）
の法人として助成金を得るようにした。

Ⅲ．W.ボーデによる体操体系の再編に
 ついて

 1 ． 体操概念の検討について
 W.ボーデは、体育（スポーツ）術語検討国際
会議の体操概念検討グループの一員であったが、
この会議より前の1961年に、彼は当時のドイツの
体操の全体に当てはまるひとつの定義を見つけ
るための試み68）として、「体操という概念」とい
う論文を発表している。そのなかで、彼は、従
来の体操概念を検討し、体操改革運動の流れの
なかで、それは「身体づくりと動きづくり」に
至ったと結論づけている。その際、彼が検討し
た概念は、おおよそ次のようなものであった。
「体操は、身体をその建設的で生命力に溢れた
力で育成し、発達させ、その身体を肉体的だけ
でなく、心的、そして精神的な価値の担い手と
するような身体修練である」（Hilker, F., Reine 

Gymnastik, 1926）、「体操は、目的のために考え
出された身体運動である」（Diem, C., Theorie 

der Gymnastik, 1930）、「ドイツ体操は、ドイ
ツ人の運動感覚と運動能力を発達させる運動で
ある」（Reichsverband deutscher Turn-, Sport- 

und  Gymnast ik l ehrer  e .V . ,  Deut s che 

Gymnastik, 1935）、「体操の目的は、体操的な姿
勢修練と動きの修練で、人格全体の発達のため
に、特に人間の造形的な能力の発達のために貢
献することである」（Komauer, B., 1952）等々で
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あった。そして、W.ボーデは、体操改革運動の
成果として、また1970年代のドイツの体操の全体
に当てはまるひとつの定義として「身体づくりと
動きづくり」を見いだしたのである。
 ところが、1963年の会議では、この「身体づく
りと動きづくり」は正確な定義ではあるが、一義
的に限定しうるように翻訳されえないもので、誤
解されやすいものであるとして、「生理学的な意
図において準備、補強すること、あるいは芸術
的、音楽的、美的な観点から行われることであ
る」と言い換えられた。
 この会議でなされた体操の定義を受けて少な
からず混乱した体操領域を整理するために、W.
ボーデは、新たに論文69）， 70）， 71）を発表している。
そのなかで、彼は、63年の会議の体操の定義によ
る「身体づくり、あるいは動きづくり」という
「身体づくり」と「動きづくり」の間の分断の傾
向に対して、次のように述べている。「体操改革
運動では、身体づくりと動きづくりが一貫して同
時に求められてきたのであるが、…（中略）…今
や、この 2 つが分割され、それぞれの極端な変種
を求めるような動向がみられる。」72）「体操改革運
動では、…（中略）…生理学的な目的に適うこと
と芸術的な美しさを求めることは互いに結合さ
れるといわれてきた。」73）W.ボーデは、あくまで
「身体づくりと動きづくり」を同時に目指す中間
領域としての体操74）を主張した。

 2 ． 体操の専門用語と教材の整理・分類について
 この「身体づくりと動きづくり」を目指して、
W.ボーデは、1970年代に適した体操の教材の整
理・分類に取りかかった。彼は、体操改革運動当
時にまとめられた要綱『ドイツ体操』の基本教材
の構想を高く評価している75）。それは、研究領域
として示された次の 5 つ76）， 77）のことである。

（1） 動きの基礎修練（Grundschulung der 

 Bewegung）
（2） 姿勢修練（Haltungsschulung）
（3） 動きの発展

　　（Bewegungsentwicklung）
（4） 手具と動き（Bewegung und Gerät / 

 Bewegung mit Gerät）
（5） 動きのゲシュタルトゥング
　　（Bewegungsgestaltung）

 W.ボーデは、新しい体操諸派が一致団結して
つくりあげた『ドイツ体操』を非常に高く評価
する一方で、「当時新しい体操諸派は、共通する
言語的基盤（専門用語）をもたず」78）、「それ（ド
イツ体操）は妥協の産物でもあった」79）とも述べ
ている。リズムを重視する諸派80）は「はずむ」
という全身運動を強調するのに対し、養護的諸
派81）はいろいろな姿勢での基礎的作業（部分運
動や手当）に価値をおいて、結局、次のようにま
とめられたという82）。「流れるような動きは、よ
く保たれた姿勢からのみ生まれる。」83）確かに、
『ドイツ体操』では、「動きづくり」に重点が置
かれ、「身体づくり」はそれを支えるものという
重要な位置付けになってはいる84）が、それに当
てられた「姿勢修練」ではあまり多くの教材が示
されていない85）， 86）等々の全体的なまとまりに弱
点が見られる。
 W.ボーデは、この『ドイツ体操』の弱点を
修正するために、まず、体操で用いられてき
た専門用語の整理・検討から始めた。彼は、
1970年代当時用いられていた体操の名称（〇〇
体操といわれていたもの）を集め、それを分
類・整理した。体操の前に付けられた言葉は、
その体操の目的、方法、特徴等を表すものと
してまとめた87）。その結果、彼は、純粋体操、
新しい体操等の名称は具体的な意味を表して
いないとし、目的体操については同語反復で
あるとして退けた。次に、基礎的な理論に関
する概念としてKörperschulung（身体修練）
-Körperformung（身体形成）-Körperbildung

（身体づくり） - K ö r p e r e r z i e h u n g（身体
教育）、そして、Bewegungsschulung（動
きの修練） -Bewegungsformung（動きの
形成） -Bewegungsbildung（動きづくり）
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-Bewegungserziehung（動きの教育）を検討
し、体操に最適な概念として「身体づくり」と
「動きづくり」を選択した88）。「身体づくり」
は、人格への影響を含む身体的変化を表し、「動
きづくり」も、また、動きの空間的規模と時間的
経過変化と同時に動きによる人格の育成の意味を
も含めた概念であるという。そして、最後に、体
操の教材分類に欠かせない体操的な動きに当て
た専門用語を整理した89）。例えば、曲げる、伸ば
す、上げる、下ろす、ねじる等の「基本の動き
（Grundbewegung）」や歩く、はずむ、走る、
はねる、跳ぶ等の「基本運動（Grundformen）」
等々である。
 そして、W.ボーデは、1971年の「スポーツの
領域における体操体系と教材分類」や1978年の
「体操における教材の新しい分類」のなかで、こ
の体操の動きに当てた専門用語を用いて、教材
の整理と分類を行い、体操の全体像を明らかに
した。その際、彼は、『ドイツ体操』の構想に則
り、その上で不完全なところや不足しているとこ
ろを補い追加したということであった90）。その検
討の際には、時代の要請である科学的、合理的で
あることの他に、総観（Gesamtschau）91）的、実
際的（sachlich）92）、論理的（logisch）93）である
ことに留意したという。特に総観的であることに
ついては、次のような彼の考え方からも窺い知る
ことができる。遊びや労働から生まれたスポーツ
の領域のなかでの体操を模索した際のものであ
る。W.ボーデは次のように述べている94）。

　体操は、外界に働きかけるというよりは、
自身の動きの可能性や表現に取り組むもので
あり、…（中略）…体操改革運動以来、身体
づくりと動きづくりとの関わりで発展してき
たものである。…（中略）…（従って、）一
般的な行動様式の「学ぶ・戦う・ゲシュタル
トする」をキーワードとして考えると、体操
は、学ぶに最も関わってきたものである。…
（中略）…しかし、さらに実際の体操実施者
の動機を分析してみると、体操は、学ぶとい

う教育の原理だけでなく、戦うという競技原
理やゲシュタルトゥングという造形原理とも
矛盾するものではないことがわかる。

 そうして、W.ボーデは、体操教材の整理分類
に当たり、新体操競技やダンス体操にもおよぶ広
い視野をもったのである。
 このようにして再編された体操教材の全体像は、
項目だけ挙げると、おおよそ次のようになる95）。

（1） 立位やいろいろな姿勢での運動や停止
（2） 関節の運動
（3） 体操の基本運動
（a） 前進運動の基本運動（はずむ、歩

く、走る、跳ぶ、はねる、転がる、
転がす、這う等）

（b） 振動運動
（c） 捻転運動
（d） 屈伸運動
（e） 波の運動
（f） 表出運動（押す、引く等）

（4） 動きを高めること
（5） 動きの組み合わせ
（6） 動きのゲシュタルトゥング
（7） 手具を用いる体操

 このように、W.ボーデは、『ドイツ体操』を
中心に行われてきた教材に、それまであるいは当
時（1970年代に）行われていた体操教材を網羅
的に取り入れ、教材体系を仕上げた。例えば、
「（1）立位やその他いろいろな姿勢での運動」と
「（2）関節の運動」を加えることによって、ド
イツ体操では比較的少なかった「身体づくり」
の教材を強化した。そして、「（2）関節の運動」
には、J.H.ペスタロッチ（Johann Heinrich 

Pestalozzi, 1746-1827）の基本体操、B.メンゼン
ディークの機能体操、1970年代の医療体操等か
ら、それまで部分運動といわれてあまり取り上げ
られてこなかった屈伸、上げ下ろしや捻転等の
「基本の動き」を取り入れている。また、「（3）
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体操の基本運動」では、ドイツ体操の 5 つの基本
運動（歩く、走る、跳ぶ、振る、はずむ）に、そ
の他の全身運動を加えた。さらに、「（4）動きを
高めること」から「（7）手具を用いる体操」につ
いては、当時すでに盛んに行われていたジャズ体
操や新体操競技から豊かな教材96）を補充してい
る。こうして、W.ボーデは、いわゆる「身体づ
くりと動きづくり」を同時に実現させようとした
のである。

 3 ． 体操の運動学について
 また、W.ボーデは、体操の運動学についても
検討を加えている。彼は、1972年の『ルードル
フ・ボーデ 　　 その生涯と業績』の編集に当たっ
て、体操の運動学を次のような 4 つの原理にまと
めている97）。

（1） 伝導の原則を伴う全体性の原理
（2） 緊張と弛緩のリズミカルな交替の原理と

運動経過の 3 局面論
（3） 経済性の原理とリズムの連続論
（4） 表出の原則を伴う身心の相互作用の原理

 W.ボーデは、ここで、この 4 つの原理を彼
自身の見解で説明している。もちろん、R.ボー
デの著書98）から多くを引用している。しかし、
それだけではなく、他の著者のものからも引用
して説明を加えている。例えば、（2）の「運動
経過の 3 局面（構え－主動作－収め）論」のと
ころには、循環運動の場合に収めと構えの動き
に局面融合が起こるというK.マイネル（Kurt 

Meinel,1898-1973）の『運動学』99）からの引用が
ある。さらに、（3）の「経済性の原理」のとこ
ろでは、R.ボーデの見解とそれとは違う見解を
P.レーティッヒ（Peter Röthig,1928-2018）の
『リズムと動き』100）から引用し、2 つの見解を併
記している。また、（1）の「伝導の原理」のと
ころでは、R.ボーデの書著『体育における新し
い道』や『リズム体操』に見られるような身体
の中心からの伝導を、W.ボーデはあまり強調し

ていない。これについて、W.ボーデは、「ジャ
ズ体操の運動学について」101）のなかで、K.マイ
ネルによって体操の運動学は拡張されたとして、
脚から胴体、腕への伝導を紹介している。この同
じ論文で、Ｗ.ボーデは、Ｒ.ボーデが主張した
「唯一中心（Monozentrik）からの伝導」に対
して、アフリカのダンス文化の基本原則は「多中
心（Polyzentrik）からの伝導」であるとも述べ
ている。
 このように、W.ボーデは、当時の新しい知見
とも照らし合わせ、またジャズ体操や新体操競技
の隆盛等の体操の状況をも見据えて、R.ボーデ
の体操の運動学を取捨選択し、まとめたと考えら
れる。因みに、1970年にW.ボーデはボーデ学校
でジャズ体操の講習会を開催しており102）、後に
ジャズ体操によるものとして、「70年代における
運動学の拡張」103）という論文も発表している。

 4 ． 体操体系の再編とボーデ学校の特徴について
 このようにして、W.ボーデは、体操の専門用
語と教材、および体操の運動学を検討し直し、彼
の論文「スポーツの領域における体操体系と教材
分類」のタイトルにも示されている通り、スポー
ツという言葉が最も一般的な運動概念となった
1970年代104）という時代にあった体操体系を整理
した。それは、1963年の定義の「身体づくり、あ
るいは動きづくり」ではなく、ボーデ学校の創設
者たちの意思を受け継いだ「身体づくりと動きづ
くり」を同時に目指すものであった。また、当時
の体操を総合的に網羅したもので、そつが無く、
非の打ち所が無いものでもあった。それには、
W.ボーデに、長い歴史と伝統をもち体操学校の
代表であるようなボーデ学校を引き継ぐ者として
の自負があってのことであると思われる105）。し
かし、この体操体系は、それがオールマイティー
であるだけに、ボーデ学校の特徴が表れたものと
はいえないようにも思われる。
 W.ボーデは、ボーデ学校の特徴を「音楽と動
きの結合」に見いだしていた。それについては、
『ルードルフ・ボーデ 　　 その生涯と業績』のな
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かで、彼は次のように述べている。「音楽と動き
の結合は、ボーデの体操の実践的テーマの中心で
あった。」106）これは、兄のL.ボーデに引き継がれ
るはずであった。L.ボーデは、父R.ボーデと同
じようにオーケストラの指揮者としての教育を
受け、第 2 次世界大戦の混乱のときには、母E.
ボーデの学校経営を助け、ボーデ学校の後継者と
目されていた。しかし、彼は早世し、W.ボーデ
はその欠落を当時は埋められずにいた。しかし、
後に、校長となった音楽家のK.パッソンに、W.
ボーデはこのテーマを託した。 K.パッソンによっ
てボーデ学校の特徴を際立たせようとしたものと
思われる。

おわりに

 W.ボーデは、1963年の体育（スポーツ）術語
検討の国際会議による体操の定義に添って、ス
ポーツ科学の発達した1970年代という時代に適し
た、すなわち科学的、合理的な体操体系を再編し
た。それは、『ドイツ体操』の基本教材の構想を
土台にし、当時行われていた体操を総合的に集め
たうえで、体操の専門用語の整理をするとともに
教材の分類をし、さらに体操の運動学等を再検討
することによってなされた。W.ボーデが行った
この体操体系の再編は、体操改革運動以後初めて
なされた体操の変革のひとつであったといえるで
あろう。しかし、1963年の検討会議の定義には、
身体づくりと動きづくりの間に分断の傾向がある
ことを、彼は見て取っていた。彼はこの分断を支
持せず、体操において「身体づくりと動きづく
り」を同時に求めた。W.ボーデは、R.ボーデ等
が推進してきた体操改革運動の成果としての「身
体づくりと動きづくり」を引き継ごうとしたので
ある。また、W.ボーデは、ボーデ学校の際立っ
た特徴を維持するために、音楽家でありリトミッ
クの教師であったK.パッソンにボーデ学校の校
長を託した。というのも、W.ボーデは、音楽と
動きの結合をR.ボーデの体操の最も大きな特徴
であることを認めていたからであった。
 こうして、1970年代以降のボーデ学校では、最

新の科学的知識に基づくとともに、ボーデ学校の
創設者たちの精神と伝統を受け継いだ教育が行わ
れた。
 因みに、A.ゼイボルト（Annemarie Seybold, 

1920-2010）は、1976年に出版した『学校体操 1 』
のなかで、20世紀後半の体操について、「体操を
冷静に考察し、それを（1930年代の文化厭世主義
や自然神秘主義的傾向から）解放した」107）と評
価し､体操に変革が起こったことについて述べて
いる。そこには、具体的な体操指導者の名は挙げ
られていないが、体操学校がその変革に貢献した
という一文が添えられている。W.ボーデやH.J.
メダウ（Hans Jochen Medau, 1939-）、いわゆる
体操学校の第二世代の指導者たちが科学的、合理
的に行った体操の革新もその一翼を担ったもので
あったと思われる。
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Bewegung, Aloys Henn Verlag, 1978, S.25.

では、リズム的・教育的体操として人間の活
力と意志力を運動のリズムや表現力によって
発達させることを重視する体操の代表者とし
て、ダルクローズやR.ボーデが挙げられて
いる。

81） ebd., S.22.では、衛生学的・生理学的・教
育的体操として人間の身体感覚を呼び覚ま
し、経済的な姿勢や動きの自覚を促すこ
とを重視する体操の代表者として、B.メ
ンゼンディーク、H.ハーゲマン（Hedwig 

H a g e m a n n）、D .メンツラー（D o r a 

Menzler）が挙げられている。

82） Bode, W., Die Neugliederung des 
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